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第二回日朝友好カレッジResume 　　講師　野田峰雄先生　　　－06.6.30－

＜テーマ＞

最近の「在日朝鮮人バッシング」の本質

［序］

　いま進行している２つの事態を注視する過程で、在日朝鮮人を取りまく環境がどのように変化しているのかを考えたいと思います。

Ａ，いわゆる「拉致問題」について－何がどう変化したか－。

Ｂ，いわゆる「テポドン２の発射」について－騒動展開の背後で－。

［１］拉致問題、救う会の運動とは何か。

①金剛山での、チェ・ゲウォルさん＆キム・ヨンナムさんの母子再会、ヨンナムさん記者会見。

ａ，韓国の家族会が日本の家族会・救う会に突きつけたこと。

　韓国の拉北者家族会チェ・ソンヨン会長「あの人たち（日本）は政治運動をしている」。

　横田早紀江さん「ブッシュ大統領が北の人権に憂慮」。

　※戦前の愛国婦人会結成の端緒との類似。

ｂ，遺骨問題、

　「横田めぐみさんのものではない」との結論を出した者がいっさい不明。

なぜ日本は鑑定データを提示（公表）できないのか。

　帝京大学・吉井富夫講師の警視庁特捜研への抜擢。

ｃ， 首相官邸の攻防（権力争い）。

　小泉（山崎拓、飯島勲秘書官）vs安倍（井上義行秘書官）。

　山崎拓の開城訪問中止。

日本における「事件化」のシナリオが進行している…。

　※自民党総裁選絡み。

②家族会事務局長の増元照明さんが彼のブログで語っていること。

ａ，制裁の論理と支援の論理。

　「米を送るな、シジミを買うな」の運動を問う。

制裁のはてにあるもの：日本の軍事大国化（戦争国家化）に絡めとられていく。拉致された者の死。

※同胞支援運動との比較。

ｂ，拉致問題と強制連行問題。

③北朝鮮人権法の問題。

ａ，同法の特徴＝経済制裁発動＋脱北者支援（NGOへの工作資金提供）＋北朝鮮人権侵害問題啓発週間の設定（毎年12月10日～16日）。

　※これはすぐれて「日本国内統制法」である。

　※共謀罪などとの連動。

ｂ，日本の人権＝在日朝鮮人の状況、格差問題、医療関係法成立など。ドミニカ移民訴訟の問題（棄

民）とペルー・フジモリ問題（二重国籍）を対照する。

　※ブッシュ米大統領の人権：米国内状況（「ポジティブ思考・身体整形・ヤセ薬」の疲労のはてに何

が）。アフガン・イラク侵略問題（「かかってこい！」発言→10万人の死者）。

④しきりに「戦争」を叫ぶ、救う会の佐藤会長。

［２］いわゆる「テポドン２号」騒動、もしくはＭＤ構図（Missile Defence System）によって形成されつつある醜悪な流れ

※ロケット白頭山２号による人工衛星・光明星２号の打ち上げ。

　※98年８月31日、いわゆるテポドン（光明星）を発射。

①本当の脅迫者。

ａ，日米共同軍事訓練。

　日常化してしまった共同演習。

　米国の傲慢きわまりない二重基準（核＆ミサイル）。

　※対インドのこと（核開発容認）。

※6月1日～10日の日米演習（コープ・ノース・グアム06）で空自の戦闘機F4EJ改が500ポン

ド(約227キログラム)爆弾を投下し、ミサイルも発射。

※米軍バリアント・シールド作戦（6月19日から５日間）でイージスが弾道ミサイルを迎撃するパ

フォーマンスを展開。

※米軍によって行なわれていた、上陸強襲用エアクッション艇（LCAC）の教育を日本国内で開始。

※リムパックを6月25日（～7月28日）に開始。

※今年度から日米が次世代迎撃ミサイル・新型SMを共同開発。

ｂ，日本は９月に３機目の情報収集衛星を打ち上げる（光学センサー搭載）。４機目は07年初め（合成開口レーダー搭載）。

※03年11月、2機の打ち上げ失敗。一瞬に2000億円がかき消えた。

※陸域観測技術衛星「だいち」（ALOS）をめぐる情報統制。

※ニューヨーク･タイムズ「北朝鮮はミサイル発射の法的権利を有する」。

②戦前と断絶なき支配構造の問題。

ａ，国営昭和記念公園で昨秋、開館させた昭和天皇記念館で考える。

ヒロヒトの責任回避策動。

国体の護持の成功。

「みどりの昭和天皇」は何を提起しているか。

　無関心と天皇賛歌の共通項。

ｂ，戦前から支配層の変化なし、の異常。

旧枢軸国のうち戦前の国旗・国歌を使っているのは日本のみ。

ｃ，植民地日本。

　毎年暮れに米国政府から日本政府に突きつけられる日本の政策展開に関する指令書（日米規制改革

および競争政策イニシアチブに基づく日本政府への米国政府要望書）。

日米安保の構図。安保条約第６条に基づいてつくられている日米地位協定。

　

ｄ，日米安全保障協議会（２＋２）を操る日米軍需産業。

　安全保障研究所の暗躍。

日米安全保障戦略会議の狙い。

檜会とは。

ｅ，ポスト08年の問題。

　※米国の大統領選、北京オリンピック。

［まとめ］

歴史は、「つくられるもの」ではなく、「つくっていくもの」である。

以上

